
 

 

基本様式４ 

 

    指定管理施設の管理運営評価票（評価対象年度：令和３年度） 
 

施設所管部署 生きがい・交流部 文化振興課 

評価対象期間 令和３年４月１日 ～ 令和４年３月 31日 

評価対象年度指定管理料 ２２２，０２９，０００円 

１．施設の概要等 

施設の概要 

名称  焼津市焼津文化会館 

所在地  焼津市三ケ名１５５０番地 

設置目的  地域文化の振興を図ることを目的とする 

設備の概要 

（施設面積）１１，６８９㎡ 

（施設内容）大ﾎｰﾙ、小ﾎｰﾙ、ﾘﾊｰｻﾙ室、会議室、練習室、和室 

      展示室、茶室 

２．指定管理者の概要等 

指定管理者 
名称 公益財団法人 焼津市振興公社 代表者 理事長 𠮷永律子 

所在地  焼津市三ケ名１５５０番地 

指定管理業務の内容 

○使用の許可及び施設の供用に関する業務 

○使用料の収受に関する業務 

○施設及び付属設備の維持及び管理に関する業務 

○文化催事事業の企画・実施に関する業務 

○その他市長が必要と認める業務 

指定期間 平成 31年４月１日 ～ 令和６年３月 31日 

３．指定管理者業務運営項目評価 

評価項目 指定管理者 文化振興課 

自己評価 評価の理由 評価 評価の理由 

１．施設体制に関する

評価 
Ｂ 

協定書等に準拠した実施体

制を整えており、利用者から

の料金収受、管理記録あるい

は緊急時対応、法令遵守など

の各項目について問題なく遂

行している。また、継続して

公益法人コンサルタント、社

会保険労務士より適切な指導

を受けている。 

また現金管理を少しでも減

らすため、年度末より入場料

はキャッシュレス対応として

PayPay による支払も可能と

している。 

文化センター全体の消防訓

練を年２回実施したが、毎年

決められた訓練に加えて、テ

ーマを決め特別な取り組みを

盛り込む形で訓練を行ってお

Ｂ 

外部コンサルタントや社会

保険労務士等の専門家により

適切な指導を受けながら協定

書に準じた体制を整えてお

り、連絡調整や緊急対応につ

いても適正に行われている。 

キャッシュレスサービスの

導入については、職員による

現金取り扱いを減らすと同時

に利用者の利便性向上等にも

繋がり、市民目線に立った内

容であることから、評価をＡ

とする。 

定期的に実施している消防

訓練についても、マンネリ化

を防ぐために例年の訓練に加

え、緊急時を想定した新規内

容を盛り込むなど、職員の防

災意識の教育及び向上へ繋が



 

 

り令和３年度は消火栓を使

い、操作～移動～放水～ポン

プ停止の流れを体験する消火

訓練及び負傷者役の救出～担

架で搬送する避難訓練とし

た。 

新型コロナウイルス感染症

の対応についても、焼津市の

方針や各種ガイドラインを踏

まえ、文化振興課と協議し、

会館方針を決めており、安全

で安心な体制づくりを図って

いる。 

 

り、評価できる。 

 

２．サービス内容や 

水準に関する評価 
Ｂ 

新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、前年度に引き

続き、国等の指針に基づき利

用制限及びマスク着用・換気

消毒等の対策を徹底して貸し

出しを実施した。令和３年度

は臨時休館等がなかったこと

もあり、利用者数は 104,367

人と、令和２年度と比較して

53,818人の大幅増となった。 

当初計画していた事業の一

部が中止となったが、市民参

加型の０歳前から乳幼児へ贈

る初めてのコンサートや普及

協力型の志太こどもミュージ

カルなど幅広いジャンルでの

事業を実施することができ

た。公演のお客様対象のアン

ケートでは、満足度97.2％の

高評価を得ることができた。

また、コロナ禍で始めた配信

事業も引き続き取り組み、多

くの再生数を数えることがで

きた。 

施設全体の利用について

も、大きな苦情や事故もなく、

利用者アンケートでも94％の

高評価を得ている。 

Ｂ 

コロナ禍前と利用者数を比

較すると、少ない状況は続い

ているが、利用者数が回復傾

向にあるのは、感染拡大防止

対策を徹底のうえ、市民が利

用しやすい施設環境の提供が

できているためと考える。 

市民参加型や普及協力型等

の幅広い分野の事業を開催

し、市民の芸術文化の向上に

寄与出来ている。 

施設利用者アンケート及び

事業アンケートともに高評価

を得ており、良好な水準を保

っている。 

 

 

３．収支等の評価 Ｂ 

予算の執行は、公社会計規

程に基づき執行している。会

計システムを導入し、会計事

務所の指導のもと適正に処理

している。 

事業収支については、緊急

事態宣言等に伴う新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のた

め、施設の利用制限・事業中

止により施設管理、事業に関

する不用額を含む指定管理料

1,300 万円を返還した。 

Ｂ 

振興公社独自に会計システ

ムを導入しており、会計事務

所の指導の下、適正に処理さ

れている。 

効率的な予算執行を心掛

け、経費の縮減に努めている。

また、コロナ禍であっても安

定した財政基盤が構築できて

いる。 



 

 

経営状況分析においては、

自己資本比率・流動比率等も

安定しており、それぞれの指

標で営利を目的としない公益

財団法人として普通以上から

理想とする数字を維持してい

る。 

総合評価 Ｂ 

焼津文化会館及び焼津市文

化センターの指定管理者とし

て協定書等を順守し、適正な

管理に努めた。 

令和２年度より引き続き国

等の指針に基づき感染症対策

を徹底し利用者と入念な調整

のもと可能な範囲で施設の利

用及び事業を実施した。緊急

事態宣言等により一部施設の

利用状況に影響はでたもの

の、全体としては利用者数、

利用件数ともに令和２年度を

大幅に上回る結果となった。 

またコロナ禍において昨年

度より始めた配信事業とし

て、今年度は「～おうちでク

ラシック～白石光隆クラシッ

ク講座」や施設紹介動画など

を実施した。施設利用・公演

来館者に対するアンケートで

はそれぞれ 90％を超える高

評価を得た。 

収支については、新型コロ

ナウイルス感染症のため事業

の中止等もあったが、臨時休

館等もなく施設管理等に関す

る不用額を含む指定管理料

1,300 万円を返還し、経営分

析指標も公益財団法人として

理想とする数字を維持してい

る。 

 

Ｂ 

文化センターの安全管理に

ついて徹底し、大きな事故等

なく安全な管理運営が出来て

いる。 

芸術文化活動の拠点となる

施設の機能や設備を維持・管

理し、市民が安心して利用で

きるように配慮しており、常

にサービス向上を心掛けてい

る。 

市民が幅広い分野の芸術に

触れ、文化の振興を図るため

の事業を開催し、良質な催事

と文化活動の場の提供がなさ

れている。 

公益財団法人として収支の

均衡が図られるように工夫し

た芸術文化事業が開催されて

おり、より一層の経営状況の

安定を図っている。 

これらのことから、全般的

な運営について評価できる点

が多く、一定の基準を満たし

ている管理内容であると考え

られる。 

 

【評価区分】 

評価基準：Ａ（優 良）協定書、仕様書等を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。 

Ｂ（良 好）協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。 

Ｃ（課題含）協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。 

Ｄ（要改善）協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。 

 


